




















































大沢 朝翔，柳川 天志，齋藤 健一
高岸 憲二 （群馬大院・医・整形外科学）
【はじめに】 左前腕掌側に発生した非定型抗酸菌性肉芽腫
で,診断に難渋した一例を経験したので報告する.【症 例】
69歳,男性.平成X年に前腕掌側の腫瘤を自覚,他院にて
腫瘤摘出術を施行された.病理診断はサルコイドーシスで,
PSL 15 mg/dayにて加療されていた.創閉鎖不良と腫瘤の
増大を認めたため当院紹介となり,平成X＋2年当院にて
腫瘤摘出術を施行.病理診断の結果から非定型抗酸菌性肉
芽腫症と診断し,多剤併用化学療法を行った.【考 察】
ステロイドや抗菌薬に反応しない肉芽腫症例においては,
非定型抗酸菌症を鑑別に考える必要がある.
４．橈骨遠位端骨折術後の慢性骨髄炎の一例
有澤のぞみ，田鹿 毅，大谷 昇
高岸 憲二 （群馬大院・医・整形外科学）
【はじめに】 外傷後の骨髄炎の頻度は,一般的に閉鎖骨折
では0.5-2％といわれている.今回橈骨遠位端骨折術後に
医原性に生じた慢性骨髄炎の一例を経験したので報告す
る.【症 例】 32歳,男性.16歳時,他院にて左前腕遠位
両骨骨折観血的骨折手術を施行後に橈骨骨髄炎を発症さ
れ,同院にて病巣掻爬,持続還流洗浄術を施行された.その
後時に左橈骨遠位部に疼痛を自覚されたが,症状軽快を繰
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